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序文

AVR-IoT WG開発基板はWiFi®技術を用いてAVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに基づき、IoT解決策に対する小さくて容易に拡
張可能な実演と開発の基盤です。これは問題を以下のような3つの部分に分割することによって代表的なIoT応用の
設計を簡単化することができることを実演するように設計されました。

・ ATmega4808ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗによって表される - 賢さ

・ ATECC608A安全素子によって表される - 安全性

・ WINC1510 Wi-Fi制御器単位部によって表される - 接続

AVR-IoT WG開発基板はｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(ｼﾘｱﾙ-USBﾌﾞﾘｯｼﾞ)へのｱｸｾｽ、’ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ’書き込み用の大容
量記録ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、Microchip MPLAB® X IDEとAtmel® Studio 7.0 IDEから直接的な書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のAVRﾏｲ
ｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗUPDIｲﾝﾀ-ﾌｪｰｽに対する構成設定と完全なｱｸｾｽを提供するUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾁｯﾌﾟNano組み込みﾃﾞﾊﾞｯ
ｶﾞ(nEDBG:Nano Embedded Debugger)が特徴です。AVR-IoT WG開発基板はGooglｸﾗｳﾄﾞIoTｺｱに対する接続性を実
演するように予め書かれて構成設定されてやって来ます。

AVR-IoT WG開発基板は以下の2つの感知器が特徴です。

・ 光感知器

・ 高精度温度感知器 - MCP9808

加えて、成長しているClick boards™の資産経由でMikroElektronika(www.mikroe.com)によって提供される450を超え
る感知器と駆動装置で基板の能力を拡張するためのmiKroBUS™が提供されます。

http://www.mikroe.com/
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1. 第1章 : 概要

1.1. 基板配置

AVR-IoT WG開発基板配置は下で見ることができます。

光感知器 ATmega4808

Wi-Fi LED ｸﾗｳﾄﾞLED

ﾃﾞｰﾀLED

異常LED

WINC1510
USBﾎﾟｰﾄ

nEDBG LED

温度感知器 ATECC608A SW1 SW0

1.2. LED表示器

この開発基板は下表で表されるように実演ｺｰﾄﾞが診断情報を提供するのに使う4つのLEDが特徴です。

表1-1. LED表示器

LED色 監視するｼｽﾃﾑ要素標識名 詳細

● 青 WIFI Wi-Fi®網接続 局所Wi-Fi®網への接続成功を表示

● 緑 CONN Googleｸﾗｳﾄﾞ接続 Googleｸﾗｳﾄﾞ ｻｰﾊﾞｰへの接続成功を表示

● 黄 DATA ｻｰﾊﾞｰへのﾃﾞｰﾀ発行 感知器ﾃﾞｰﾀのﾊﾟｹｯﾄが成功裏にGoogleｸﾗｳﾄﾞMQTTｻｰﾊﾞｰに発行されたことを表示

● 赤 ERROR 異常状態 最終段階後に異常が起きたことを表示

2. 第2章 : 開始に際して

2.1. PCへの基板接続

最初に標準ﾏｲｸﾛUSBｹｰﾌﾞﾙを使ってAVR-IoT WG開発基板をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。一旦接続されると、基板の右上角の
LED配列が青⇒緑⇒黄⇒赤の順で2度瞬間点灯すべきです。基板がWi-Fiに接続されない場合、赤LEDが点灯します。基板は下図
で示されるように、ﾎｽﾄPCで取り外し可能な記録装置としても現れるべきです。それを開いて開始するにはCURIOSITYをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸ
してください。

注: 全ての手順はWindows®、Mac OS®、Linux®環境に対して同じです。

図2-1. 取り外し可能記憶としてのCuriosity基板
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2.1.1. AVR-IoT WG体験

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞは以下の5つのﾌｧｲﾙを含みます。

・ CLICK-ME.HTM - 使用者をAVR-IoTｳｪﾌﾞ実演応用へ向け直し
・ KIT-INFO.HTM - 使用者を基板についての情報を含むｻｲﾄへ向け直し
・ KIT-INFO.TXT - 通番のような基板についての詳細を持つ文字ﾌｧｲﾙ
・ PUBKEY.TXT - ﾃﾞｰﾀ暗号化に使われる公開鍵を含む文字ﾌｧｲﾙ
・ STATUS.TXT - 基板の状態状況を含む文字ﾌｧｲﾙ

Googleｸﾗｳﾄﾞ ｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ ｱｶｳﾝﾄをｱｸｾｽする専用ｳｪﾌﾞ頁に行くためにCLICK-ME.HTMﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。図2-3.はAV 
R-IoT WGｳｪﾌﾞ頁の画像を示します。この頁で使用者は感知器ﾃﾞｰﾀを素早く見て、基板のWi-Fi証明書を再構成設定し、追加のｺｰ
ﾄﾞ例をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして応用を独自化することができます。図2-2.で示される頁の中央の状態標識はｼｽﾃﾑ構成設定の進捗を示します。
これらの標識は各段階が成功裏に完了される毎に1度点灯します。左端の標識は基板がPCに接続されたかを示します。その次の
Wi-Fi標識は一旦基板がWi-Fi網に接続されると点灯し、基板の青LED1をONに切り替えます。Wi-Fi標識の右ではGoogleｸﾗｳﾄﾞ
MQTT標識を見つけることができ、Googleｸﾗｳﾄﾞ ｻｰﾊﾞｰへの接続状態を示し、これは基盤の緑LEDに対応します。最後に右端の標
識の点灯はﾃﾞｰﾀが基板からｻｰﾊﾞｰへ流れていることを基板の黄色LEDを点滅することによって表します。ﾃﾞｰﾀの流れがない場合、
頁の右下側は構成設定指示の映像実演を表示します。

図2-2. ｳｪﾌﾞ頁状態表示部
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図2-3. AVR-IoT WGｳｪﾌﾞ頁 (Wi-Fi接続なし)

2.1.2. Wi-Fi網への接続

接続が確立されてしまうと、専用ｻｲﾄの左下隅は使用者がWi-Fi網に対して資格
情報を入力することができる無線網接続ｳｨﾝﾄﾞｳを示します。この生実演につい
て使用者は図2-4.で示されるように文書領域を満たすことが必要です。これらは
分類中に使われるWi-F網構成設定用詳細です。ﾓﾊﾞｲﾙ ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄのようなｲﾝ
ﾀｰﾈｯﾄへの接続の他の意味のため、使用者がそれら自身のWi-Fi網のSSIDとﾊﾟ
ｽﾜｰﾄﾞでそれらの領域を満たすかもしれません。

注: Wi-Fi網のSSIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは19文字に制限されます。空白で始まるまたは終
わる名前や句の使用を避けてください。

一旦それらの詳細が入力されると、Download Configuration(構成設定ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)
釦をｸﾘｯｸしてください。これはﾎｽﾄPCにWIFI.CFG(文字)ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしま
す。基板のWi-Fi資格情報を更新するためにWIFI.CFGのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ位置からCU 
RIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞへそのﾌｧｲﾙをﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟしてください。接続成功を示すため
に青LEDが点灯するでしょう。さもなければ、何れかの基板の問題の障害対策を
するために第3章を参照してください。

注: SSIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの領域に入力されたどの情報もｳｪﾌﾞを渡ってMicrochipや
Googleのｻｰﾊﾞ-に送信されません。代わりに、その情報はWIFI.CFGﾌｧｲﾙ
を生成するために(ﾌﾞﾗｳｻﾞ内で)局所的に使われます。

図2-4. 専用ｻｲﾄでのWi-Fi資格情報入力
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2.1.3. 安全供給

AVR-IoT WG基板上に存在する安全素子(ATECC608A)はGoogleｸﾗｳﾄﾞでのMCHP AVR-IoT(ｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ)ｱｶｳﾝﾄで予め登録されて
やって来ます。各安全素子は楕円曲線暗号(Elliptic Curve cryptography)を使って予め生成された16進数18桁の固有識別番号(UI 
D)と公開と私的の鍵の対を提供します。UIDはｳｪﾌﾞ頁応用のURLで、または(この資料の後ろで論じられる)ｼﾘｱﾙ命令行ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
経由で見ることができます。私的鍵は安全素子によって決して暴露されませんが、公開鍵はPUBKEY.TXTﾌｧｲﾙで、またはｼﾘｱﾙ命
令行ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して見ることができます。

図2-5. 装置ID

2.1.4. 実時間でのｸﾗｳﾄﾞ ﾃﾞｰﾀ可視化

直ぐ使えるように全てのAVR-IoT開発基板はMicrochipのGoogleｸﾗｳﾄﾞ ｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ ｱｶｳﾝﾄに予め登録されています。このｱｶｳﾝﾄは実
演目的にだけ準備されています。AVR-IoT開発基板の感知器によって取り込まれた全てのﾃﾞｰﾀはMicrochipｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ ｱｶｳﾝﾄへ流
され、右の詳細によって識別することができます。

Microchipｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ ｱｶｳﾝﾄを通して接続される基板によって流されたﾃﾞｰﾀの恒久的な記録や収
集はありません。Googleｸﾗｳﾄﾞ機能の完全な記録は基板が実演評価から取り去られて私的ｱｶｳﾝﾄに
移行された後の使用者に対して利用可能です。

一旦基板がWi-Fiとｸﾗｳﾄﾞに接続されると、avr-iot.comｳｪﾌﾞ頁は基板上の光と温度の感知器から取り込んだﾃﾞｰﾀの実時間図を表示
します。ﾃﾞｰﾀは感知器からｸﾗｳﾄﾞへ次のように形式化されたASCII文字列のJSONｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを通して転送されます。{ ‘Light’ : XXX, 
‘Temp’: YYY }、ここでXXXとYYYは10進表記で表される数値です。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄID avr-iot

us-central1地域

図2-6. 専用ｻｲﾄでの実時間ﾃﾞｰﾀ

2.1.5. USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

AVR-IoT WG基板は直ぐに使えるよう完全に書かれて設定されてやって来、使用者はUSBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して未だﾌｧｰﾑｳｪｱをｱｸｾ
ｽすることができます。これを行うには、ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟを通して、ｼﾘｱﾙ命令行ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、Atmel Studio 7.0を使って基板上の書き込
み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを通しての3つの方法があります。

Ⅰ. USB大容量記憶 (ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ)

ﾃﾞﾊﾞｲｽを書く1つの方法は単に.hexﾌｧｲﾙをCURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞへﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟすることです。AVR Cｺﾝﾊﾟｲﾗ ﾂｰﾙﾁｪｰﾝはその構築
で各ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して.hexﾌｧｲﾙを生成します。この.hexﾌｧｲﾙはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｺｰﾄﾞを含みます。AVR-IoT WG基板はこのﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯ
ﾌﾟ機能を持つことによってｺｰﾄﾞを基板内に配置することを容易にします。この機能は全てのなOS環境でｲﾝｽﾄｰﾙして動かすどのUSB
ﾄﾞﾗｲﾊﾞも必要としません。基板ﾌｧｰﾑｳｪｱ用の代替応用例.hexﾌｧｲﾙはavr-iot.comｳｪﾌﾞ頁の下のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ部分からのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが利
用可能です。

http://www.avr.iot.com/
http://www.avr-iot.com/
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Ⅱ. ｼﾘｱﾙ命令行ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

AVR-IoT WG開発基板はｼﾘｱﾙ命令行ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してｱｸｾｽすることもできます。このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは診断情報を提供するのに使
うことができます。このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽをｱｸｾｽするには何れかの好ましいｼﾙｱﾙ端末応用(換言すると、Teraterm、Coolterm、PuTTy)を使
い、以下の設定でCuriosity仮想COMﾎﾟｰﾄ(Curiosity Virtual COM port)と記されたｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄを開いてください。

9600

ﾎﾞｰﾚｰﾄ

8ﾋﾞｯﾄ

ﾃﾞｰﾀ

なし

ﾊﾟﾘﾃｨ ﾋﾞｯﾄ

1ﾋﾞｯﾄ

停止ﾋﾞｯﾄ 流れ制御 追加設定 ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗへの送信

なし 局所送り返し:ON CR+LF (復帰+改行)

注: Windows環境の使用者について、USBｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはUSBｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙが必要とされます。

使用者は表2-1.で一覧にされる命令ｷｰﾜｰﾄﾞを入力することによって基板を制御することができます。

表2-1. ｼﾘｱﾙ命令行命令

命令 説明引数

reconnect - ｸﾗｸﾄﾞに対して接続再確立

wifi (例は図2-8.をご覧ください。) <網SSID>, <ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ>, <安全任意選択*> Wi-Fi®網認証詳細入力

key - 基板の公開鍵表示

device - 基板の固有装置ID表示

version - ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのﾌｧｰﾑｳｪｱ版表示

* : 以下の安全性任意選択の中から選ぶにはこれら3つの番号の1つを入力してください。

 1. 開放 2. WPA/WPA2 3. WEP

図2-7. ｼﾘｱﾙ命令行ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 図2-8. Wi-Fi認証例

Ⅲ. USB書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

Atmel Studioｲﾝﾀｰﾌｪ-ｽに精通している使用者について、AVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗはAtmel Studio 7.0 IDE経由で直接的に書いてﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞすることもできます。AVR-IoT開発基板はAtmel Studioによって自動的に検出され、基板上のnEDBGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して完全な書
き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを許します。

2.2. STARTでのAVR-IoT開発

Atmel START迅速開発ﾂｰﾙは(これまでに入手可能な450の手本の中から)100以上のClick感知器基板用単一Click支援を含む追加
ｺｰﾄﾞ例を選んで独自化するのに使うことができます。ｺｰﾄﾞは図2-9.で示されるように、Ateml START頁でBrowse Examples(例検索)を
ｸﾘｯｸすることによってﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。

Ⅰ. AVR-IoT開発基板実演を生成

AVR-IoT開発基板で使われるﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ｺｰﾄﾞを生成するには、Atmel START頁からBrowse Examples(例検索)を選んで以下の
これらの単純な段階に従ってください。

 1. AVR-IoT WG感知器節点(AVR-IoT WG Sensor Node)を検索して選んでください。

 2. そのまま実演ｺｰﾄﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするには、Download Selected Example(選択した例をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)をｸﾘｯｸしてください。ｺｰﾄﾞを変更す
るにはOpen Selected Example(選択した例を開く)をｸﾘｯｸしてください。

 3. Wi-Fi資格情報やGoogleｸﾗｳﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ詳細のような構成設定を変更するには、図2-12.で示されるように、頁をAVR-IoT WG感
知器節点(AVR-IoT WG Sensor Node)盤へ下ｽｸﾛｰﾙしてください。

 4. 一旦これらの変更が行われると、ｺｰﾄﾞ下見、後の使用のため構成設定保存、選んだ開発環境にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄの任意選択
が利用可能です。任意選択の1つを選ぶには、図2-13.で示されるように、頁の先頭の対応するﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてください。
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Ⅱ. 支援されたmikroElektronika Click基板を持つAVR-IoT WG感知器接点を生成

Atmel StudioはWeater ClickとAir Quality Clickの2つの支援されるMikroElektronika Click基板に対する例ｺｰﾄﾞを生成することをでき
ます。これらのどちら用のｺｰﾄﾞを生成するには、Atmel STARTでの例一覧で対応するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを選び、AVR-IoT WG開発実演ｺｰﾄﾞ
を生成するために(前頁の)段階2.～4.に従ってください。追加のｺｰﾄﾞ例はAtmel STARTﾂｰﾙの将来公開で公表されるでしょう。

Ⅲ. Atmel StudioへAVR-IoT WG STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

Atmel STARTでのAVR-IoT WGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ生成後、ｺﾝﾊﾟｲﾙ、ﾘﾝｸされて最終的にAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに書かれるためにそれをAtmel 
Studioへｴｸｽﾎﾟｰﾄしてください。Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをAtmel Studioへｲﾝﾎﾟｰﾄしてそれらを基板に書く方法の指示については
Atmel START使用者の手引きを参照してください。

図2-9. Atmel STARTﾎｰﾑ頁

http://atmel-studio-doc.s3-website-us-east-1.amazonaws.com/webhelp/GUID-4E095027-601A-4343-844F-2034603B4C9C-en-US-1/index.html?GUID-1352153B-70BE-4383-91F8-2A4451A11DCD
https://www.mikroe.com/weather-click
https://www.mikroe.com/air-quality-click
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図2-10. Atmel START例検索頁

段階1

例

段階2A 段階2B

図2-11. AVR-IoT WGﾌｧｰｳｪｱ図
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図2-12. AVR-IoT WG構成設定部

図2-13. 使用者任意選択ﾀﾌﾞ

段階4
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2.3. 高度な動作形態

AVR-IoT開発基板は始動で高度な動作形態の1つへの移行を強制することができます。これらの動作形態は切り替え器0(SW0)と切
り替え器1(SW1)と名付けられた基板上に存在する押し釦の1つまたは組み合わせを押すことによって入ることができます。表2-2.はこ
れらの高度な動作種別、説明、特定動作形態移行の物理的な表示、それらへの移行方法を列挙します。

表2-2. AVR-IoT WG高度な動作形態

高度な動作種別 指示説明 物理的な表示

ｿﾌﾄAP動作 ｿﾌﾄｳｪｱ対応ｱｸｾｽ動作はWINCの無線ｱｸｾｽ ﾎﾟｲﾝﾄを許可 通電でSW0押下保持 全LED OFF

WINC OTA動作* 無線でのWINCﾌｧｰﾑｳｪｱ更新許可 通電でSW1押下保持 緑LED点滅

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作* ATmegaﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ許可 同時にSW0とSW1を押下保持 赤LED点滅

*: ﾌｧｰﾑｳｪｱ ｺｰﾄﾞ版1.00では実装されていません。

2.3.1. ｿﾌﾄAP動作

AVR-IoT WG開発基板はWINC1510のｿﾌﾄｳｪｱ対応ｱｸｾｽ動作によって許可される
Wi-Fiｱｸｾｽ ﾎﾟｲﾝﾄを通してｱｸｾｽすることができます。これは基板をWi-Fi網に接続す
る別の方法であり得ます。ｿﾌﾄAP動作へ入るには基板を接続する前にSW0押し釦を押
して保持してください。最初にこのｱｸｾｽ ﾎﾟｲﾝﾄに接続する時に図2-14.で示されるよう
に、それらが接続される網のSSIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定することが必要です。使用者はこれ
らの詳細を入力してその後にConnect(接続)釦を押してください。基板は今や網に接
続されます。

図2-14. ｿﾌﾄAP動作を使う網接続

2.4. 個人Googleｸﾗｳﾄﾞ ｱｶｳﾝﾄへの移行

一旦使用者がAVR-IoT WG基板によって実演された機能と能力に満足されると、より大くの情報はAVR-IoT WGｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽをｱｸｾｽ
することによって得られます。avr-iot.comｳｪﾌﾞ頁の下部の”What’s Next(次は何?)”部分の下で、使用者は”Graduate to the full Clou 
d IoT Core(完全なｸﾗｳﾄﾞIoTの核へ進む)”体験任意選択を見つけることができます。Graduate(進む)釦のｸﾘｯｸはMicrochpｻﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 
ｱｶｳﾝﾄから基板を登録解除し、AVR-IoT WG基板を使用者自身のGoogleｸﾗｳﾄﾞ ｱｶｳﾝﾄに接続するのに必要とする指導書とﾌｧｲﾙを
含むGitHub倉庫へ使用者を運びます。

http://www.avr-iot.com/
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図2-15. 個人Googleｸﾗｳﾄﾞ ｱｶｳﾝﾄへの移行
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3. 第3章 : 障害対策

表3-1. 障害対策と診断

LED列 診断説明 行動

赤LEDだけON 基板がWi-Fi®に未接続 Wi-Fi®資格情報を確認してください。

青と赤のLEDがON
基板がGoogle IoTｸﾗｳﾄﾞ ｻｰ
ﾊﾞｰに接続されていません。

・ MQTTが必要とするﾎﾟｰﾄを確認してください。

・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ資格情報を確認してください。

・ 局所網ﾌｧｲｱｰｳｫｰﾙ設定を調べてください。

・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに対して繋がれた携帯電話またはﾉｰ
ﾄﾊﾟｿｺﾝ接続を使ってください。

青、緑、赤のLEDがON
感知器ﾃﾞｰﾀがｸﾗｳﾄﾞへ出さ
れていません。

・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの装置登録を確認してください。

・ 停止についてGoogleｱｶｳﾝﾄを調べてください。

青と緑のLEDがON、黄LED点滅 全てが動いています。 行うべきことはありません。

ONのLEDなし 基板が書かれていません。
専用ｻｲﾄ頁の下部のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ部分から.hexｲﾒｰ
ｼﾞ ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

nEDBGのLEDがOFF 基板が給電されていません。nEDBG
・ USB接続を調べてください。

・ 基板を交換してください。

誤ったUSB接続nEDBG
nEDBGのLEDがONですが、CUR 
IOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞが見つかりません。

・ USBｺﾈｸﾀを交換してください。

・ PCのﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬを調べてください。

4. 追補A : ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成部品
AVR-IoT WG基板は以下のﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成部品が特徴です。

・ ATmega4808ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ WINC1510 Wi-Fi単位部
・ 光と温度の感知器
・ (各々、青、緑、黄、赤の)4つの発行ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ
・ 2つの機械的な釦
・ mikroBUSﾍｯﾀﾞ配置ﾊﾟﾀｰﾝ
・ nEDBG書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

4.1. ATmega4808

ATmega4808は28ﾋﾟﾝと32ﾋﾟﾝの外囲器で最大48Kﾊﾞｲﾄのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、6KﾊﾞｲﾄのSRAM、
256ﾊﾞｲﾄのEEPROMを持ち、最大20MHzで走行するﾊｰﾄﾞｳｪｱ乗算器を持つ8ﾋﾞｯﾄAVR®処
理部を特徴とするﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗです。この系統は事象ｼｽﾃﾑ、賢明なｱﾅﾛｸﾞと高度な周辺
機能を含み、低電力機能を持つ最新のｺｱから独立した周辺機能(CIP:Core Independent 
Peripherals)を使います。

図4-1. ATmega4808

4.2. ATWINC1510

MicrochipのWINC1510は特に低電力IoT応用用に最適化された低電力消費802.11 b/g/n物のｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ(IoT:Internet of Things)単位部です。この単位部は、電力増幅器(PA)、低雑音増幅器(LNA)、切り
替え器、電力管理、印刷空中線か、または外部空中線用ﾏｲｸﾛ同軸(u.FL)ｺﾈｸﾀを統合し、小さな外形
(21.7×14.7×2.1mm)に帰着します。様々な供給者の808.11 b/g/nｱｸｾｽ点と相互運用可能です。この
単位部はﾎｽﾄ制御器とのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのためにSPIﾎﾟｰﾄを提供します。WINC1510は内部ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘだ
けでなく、UARTとSPIを含む複数の周辺機能ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽも提供します。WINC1510に必要とされる唯一
の外部ｸﾛｯｸ元は組み込みの高速ｸﾘｽﾀﾙまたは発振器(26MHz)です。WINC1510はQFN外囲器で、ま
たは認定単位部として入手可能です。

図4-2. WINC1510
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4.3. ATECC608A

ATECC608Aは高度な楕円曲線暗号(ECC:Elliptic Curve Cryptography)を持つMicrochp Crypto 
authentication™資産からの安全素子です。組み込まれているECDHとECDSAで、暗号化/復号の
算法が走っているMCUやMPUを持つｼｽﾃﾑに対して機密性、ﾃﾞｰﾀ完全性、認証のような完全な
安全の範囲を容易に提供することにより、急激に成長するIoT市場に対してこのﾃﾞﾊﾞｲｽは理想的
です。Microchpの全てのCryptoauthentication製品と同様に新しいATECC608Aはｿﾌﾄｳｪｱの弱点
に繋がった潜在的などの裏口も除去する、超安全性、ﾊｰﾄﾞｳｪｱに基づく暗号化鍵記憶と暗号化対
策を使います。

図4-3. ATECC608A

4.4. MCP9808温度感知器

MCP9808ﾃﾞｼﾞﾀﾙ温度感知器は-20～+100℃間の温度を±0.25℃/±0.5℃(代表/最大)精度でﾃﾞｼﾞﾀﾙの世界へ変換します。

追加の特徴

・ 精度 : -40～+125℃で±0.25℃(代表)
  -20～+100℃で±0.5℃(最大)

・ 使用者選択可能な分解能 : 0.5℃、0.25℃、0.125℃、0.0625℃

・ 使用者設定可能な温度限度 : 1. 温度窓限度
  2. 重要な温度限度

・ 使用者選択可能な温度警報出力

・ 動作電圧範囲 : 2.7～5.5V

・ 動作電流 : 200µA (代表)

・ 停止電流 : 0.1µA (代表)

・ 2線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ : I2C/SMBus適合

・ 利用可能な外囲器 : 2×3 DFN-8、MSOP-8

・ AEC-Q100認定等級1

図4-4. MCP9808

4.5. nEDBG

AVR-IoT WG基板は基板上の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(nEDBG)を含みます。nEDBGはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、大容量記憶装置、
ﾃﾞｰﾀ交換器と仮想COMﾎﾟｰﾄのいくつかのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの複合USB装置です。Atmel StudioとでnEDBGﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは
ATmega4808の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行うことができます。仮想COMﾎﾟｰﾄはATmega4808上のUARTに接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して
目的対象応用と通信する容易な方法を提供します。これは可変ﾎﾞｰﾚｰﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ、停止ﾋﾞｯﾄ設定を提供します。nEDBGはAVR-IoT 
WG基板上の1つの電力と状態のLEDを制御します。下表は各種動作形態でLEDがどう制御されるかを示します。

nEDBGの仮想COMﾎﾟｰﾄはATmega4808に接続されたUARTﾋﾟﾝを許可するためにﾃﾞｰﾀ端末準備可(DTR:Data Terminal Ready)信号
を設定するために端末ｿﾌﾄｳｪｱを必要とします。DTR信号が許可されない場合、nEDBGのUARTﾋﾟﾝはCOMﾎﾟｰﾄを使用不能にする
High-Zを保ちます。DTR信号はいくつかの端末ｿﾌﾄｳｪｱによって自動的に設定されますが、使う端末では手動で許可しなければなら
ないかもしれません。

表4-1. nEDBG LED制御

動作形態 状態LED

起動 LEDは点灯 - 不変

標準動作 LEDは点灯 - 不変

書き込み 活動表示器 : LEDはnEDBGで書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間、ゆっくり点滅します。

障害 電力障害が検出された場合にLEDは速く点滅します。

休止/OFF LEDはOFF。nEDBGは休止動作か電力断のどちらかです。これはｷｯﾄが外部的に給電される場合に起き得ます。
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5. 追補B : 基板配置

図5-1. AVR-IoT開発基板配置
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6. 追補C : ﾌｧｰﾑｳｪｱ流れ図

図6-1. AVR-IoT WGﾌｧｰﾑｳｪｱ流れ図
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7. 追補D : 関連ﾘﾝｸ
以下の一覧はAVR-IoT WG基板用に最も関連するﾊｰﾄﾞｳｪｱとｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。この資料の電子版のこれらのｱｸｾｽにつ
いては青文字がｸﾘｯｸ可能で適切なｳｪﾌﾞｻｲﾄへ向け直します。

・ Atmel Studio - ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾗのｺｰﾄﾞの開発のための無料IDE

・ MPLAB® X IDE - Microchipのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号制御器用の応用を開発する無料IDE

・ AVR®用IAR Embedded Workbench® - これは8ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに対して利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。それらのｳｪ
ﾌﾞｻｲﾄには30日評価版だけでなく、4Kﾊﾞｲﾄにｺｰﾄﾞの大きさ制限された開始版もあります。

・ Atmel START - Atmel STARTは使い易く最適化された規則でｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を選んで構成設定してそれらの組み込み応用を
誂える使用者を手助けするｵﾝﾗｲﾝの道具です。

・ MPLAB®ｺｰﾄﾞ構成器 - ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに挿入されるべき継ぎ目なく理解し易いCｺｰﾄﾞを生成する無料で図画的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ環境。直感
的なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの使用は応用に対して豊富な周辺機能群と具体的な機能を許して構成設定します。

・ Microchip試供品店 - ﾃﾞﾊﾞｲｽの試供品を注文することができるMicrochipの試供品店

・ Data Visuzlizer - ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器はXplained 
Pro基板で見つかる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとCOMﾎﾟｰﾄのような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受
け取ることができます。

8. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2018年9月 初版資料公開

https://www.microchip.com/mplab/avr-support/atmel-studio-7
http://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
http://start.atmel.com/
http://www.microchip.com/mplab/mplab-code-configurator
https://www.microchip.com/samples/default.aspx
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer


AVR-IoT WG 使用者の手引き

© 2018 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS50002809A - 17頁

Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microshipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

製品識別ｼｽﾃﾑ

注文や、例えば価格や供給の情報を得るには工場や一覧にされる営業所を参照してください。

部品番号

ﾃﾞﾊﾞｲｽ

[X]

ﾃｰﾌﾟとﾘｰﾙ任意選択

(注1) - X

温度範囲

/XX

外囲器

XXX

形式

ﾃﾞﾊﾞｲｽ: PIC16F18313,PIC16LF18313,PIC16F18323,PIC16LF18323

空白 =標準外囲器(筒または盆)ﾃｰﾌﾟとﾘｰﾙ
任意選択: T =ﾃｰﾌﾟとﾘｰﾙ (注1)

I =-40～+80℃ (工業用)
温度範囲:

E =-40～+125℃ (拡張)

JQ =UQFN

P =PDIP

ST =TSSOP
外囲器:

SL =SOIC-14

SN =SOIC-8

RF =UDFN

形式: QTP,SQTP,符号または要件(さもなければ空白)

(注2)

例: ・ PIC16LF18313-I/P 工業用温度、PDIP外囲器
 ・ PIC16F18313-E/SS 拡張温度、SSOP外囲器

注: 1. ﾃｰﾌﾟとﾘｰﾙの識別子は目録部品番号記述でだけ現れます。この識別子は注文目的に使われﾃﾞﾊﾞｲｽ外囲器に印刷されませ
ん。ﾃｰﾌﾟとﾘｰﾙの任意選択を持つ外囲器可用性についてはMicrochip営業所に相談してください。

 2. 小型外囲器任意選択が利用可能かもしれません。小型外囲器可用性についてはhttp://www.microchip.com/packagingを調
べるか、または最寄りの営業所に問い合わせてください。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
http://www.microchip.com/packaging
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Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、CryptoMemory、Cr 
yptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouc 
h、MediaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTou 
ch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incor 
poratedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、CodeGuard、CryptoAut 
hentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、ECAN、EtherG 
REEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛｺﾞ、memBrain、
Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、
Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2018年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

AMBA、Arm、Arm7、Arm7TDMI、Arm9、Arm11、Artisan、big.LITTLE、Cordio、CoreLink、CoreSight、Cortex、DesignStart、DynamI 
Q、Jazelle、Keil、Mali、Mbed、Mbed Enabled、NEON、POP、RealView、SecurCore、Socrates、Thumb、TrustZone、ULINK、ULINK 
2、ULINK-ME、ULINK-PLUS、ULINKpro、µVision、Versatileは米国や他国に於けるARM limited(またはその子会社)の登録商標ま
たは商標です。
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DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのAVR-IoT WG使用者の手引き書(DS50002809A-2018年9月)の翻訳日本語版です。日本語では不
自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もありま
す。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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米国 亜細亜/太平洋 亜細亜/太平洋 欧州

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel: 480-792-7200
Fax: 480-792-7277
技術支援:
http://www.microchip.com/
support
ｳｪﾌﾞ ｱﾄﾞﾚｽ:
www.microchip.com

ｱﾄﾗﾝﾀ
Duluth, GA
Tel: 678-957-9614
Fax: 678-957-1455

ｵｰｽﾁﾝ TX
Tel: 512-257-3370

ﾎﾞｽﾄﾝ
Westborough, MA
Tel: 774-760-0087
Fax: 774-760-0088

ｼｶｺﾞ
Itasca, IL
Tel: 630-285-0071
Fax: 630-285-0075

ﾀﾞﾗｽ
Addison, TX
Tel: 972-818-7423
Fax: 972-818-2924

ﾃﾞﾄﾛｲﾄ
Novi, MI
Tel: 248-848-4000

ﾋｭｰｽﾄﾝ TX
Tel: 281-894-5983

ｲﾝﾃﾞｱﾅﾎﾟﾘｽ
Noblesville, IN
Tel: 317-773-8323
Fax: 317-773-5453
Tel: 317-536-2380

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
Mission Viejo, CA
Tel: 949-462-9523
Fax: 949-462-9608
Tel: 951-273-7800

ﾛｰﾘｰ NC
Tel: 919-844-7510

ﾆｭｰﾖｰｸ NY
Tel: 631-435-6000

ｻﾝﾎｾ CA
Tel: 408-735-9110
Tel: 408-436-4270

ｶﾅﾀﾞ - ﾄﾛﾝﾄ
Tel: 905-695-1980
Fax: 905-695-2078

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ - ｼﾄﾞﾆｰ
Tel: 61-2-9868-6733

中国 - 北京
Tel: 86-10-8569-7000

中国 - 成都
Tel: 86-28-8665-5511

中国 - 重慶
Tel: 86-23-8980-9588

中国 - 東莞
Tel: 86-769-8702-9880

中国 - 広州
Tel: 86-20-8755-8029

中国 - 杭州
Tel: 86-571-8792-8115

中国 - 香港特別行政区
Tel: 852-2943-5100

中国 - 南京
Tel: 86-25-8473-2460

中国 - 青島
Tel: 86-532-8502-7355

中国 - 上海
Tel: 86-21-3326-8000

中国 - 瀋陽
Tel: 86-24-2334-2829

中国 - 深圳
Tel: 86-755-8864-2200

中国 - 蘇州
Tel: 86-186-6233-1526

中国 - 武漢
Tel: 86-27-5980-5300

中国 - 西安
Tel: 86-29-8833-7252

中国 - 廈門
Tel: 86-592-2388138

中国 - 珠海
Tel: 86-756-3210040

ｲﾝﾄﾞ - ﾊﾝｶﾞﾛｰﾙ
Tel: 91-80-3090-4444

ｲﾝﾄﾞ - ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ
Tel: 91-11-4160-8631

ｲﾝﾄﾞ - ﾌﾟﾈｰ
Tel: 91-20-4121-0141

日本 - 大阪
Tel: 81-6-6152-7160

日本 - 東京
Tel: 81-3-6880-3770

韓国 - 大邱
Tel: 82-53-744-4301

韓国 - ｿｳﾙ
Tel: 82-2-554-7200

ﾏﾚｰｼｱ - ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ
Tel: 60-3-7651-7906

ﾏﾚｰｼｱ - ﾍﾟﾅﾝ
Tel: 60-4-227-8870

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ - ﾏﾆﾗ
Tel: 63-2-634-9065

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
Tel: 65-6334-8870

台湾 - 新竹
Tel: 886-3-577-8366

台湾 - 高雄
Tel: 886-7-213-7830

台湾 - 台北
Tel: 886-2-2508-8600

ﾀｲ - ﾊﾞﾝｺｸ
Tel: 66-2-694-1351

ﾍﾞﾄﾅﾑ - ﾎｰﾁﾐﾝ
Tel: 84-28-5448-2100

ｵｰｽﾄﾘｱ - ｳﾞｪﾙｽ
Tel: 43-7242-2244-39
Fax: 43-7242-2244-393

ﾃﾞﾝﾏｰｸ - ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ
Tel: 45-4450-2828
Fax: 45-4485-2829

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ - ｴｽﾎﾟｰ
Tel: 358-9-4520-820

ﾌﾗﾝｽ - ﾊﾟﾘ
Tel: 33-1-69-53-63-20
Fax: 33-1-69-30-90-79

ﾄﾞｲﾂ - ｶﾞﾙﾋﾝｸﾞ
Tel: 49-8931-9700

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｰﾝ
Tel: 49-2129-3766400

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｲﾙﾌﾞﾛﾝ
Tel: 49-7131-67-3636

ﾄﾞｲﾂ - ｶｰﾙｽﾙｰｴ
Tel: 49-721-625370

ﾄﾞｲﾂ - ﾐｭﾝﾍﾝ
Tel: 49-89-627-144-0
Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-72884388

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820
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